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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在する走
査線および信号線を複数有し、
　前記液晶層から順に、画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向でラ
ビング処理された配向膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備え、
　前記画素電極は、前記ラビング処理方向に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ
画素を有し、
　前記第１の領域は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記第２の領域は、
前記走査線および前記信号線により区画され、
　前記第１の領域と前記第２の領域は、それぞれシングルドメインであって、前記サブ画
素は、前記第１の領域と前記第２の領域とによりマルチドメインを構成し、
　前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有し、
　前記第２の領域は、前記ラビング処理方向に対して前記第１の方向と異なる第２の方向
に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有し、
　前記第１の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向の終端部は、同じ方向に延在
して隣り合って配置されるとともに、前記第１の領域のスリット状開口の主部の延在方向
に対して、前記第１の方向に第１の傾きを有して延在し、
　前記第２の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向の終端部は、同じ方向に延在
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して隣り合って配置されるとともに、前記第２の領域のスリット状開口の主部の延在方向
に対して、前記第２の方向に前記第１の傾きと異なる第２の傾きを有して延在する、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の領域のスリット状開口の前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさと、前
記第２の領域のスリット状開口の前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさとは、同じ
大きさである請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさは、５度である請求項２記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　前記ラビング処理方向の傾きは、１０度である請求項３記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　１画素は、３つのサブ画素により構成されている請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１の領域のスリット状開口の延在方向の終端部と、前記第２の領域のスリット状
開口の延在方向の終端部は、平面視においてブラックマトリクスと重なる請求項１記載の
液晶表示装置。
【請求項７】
　前記信号線は、前記第１の領域の一側に沿い配線される第１部分と、前記第２の領域の
一側に沿い配線される第２部分と、前記第１部分と前記第２部分をクランク形状で接続す
る第３部分とを含む請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記信号線は、１の画素の前記第２部分と、前記１の画素に隣接する他の画素の前記第
１部分をクランク形状で接続する第４部分とを含む請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１の領域の開口率と、前記第２の領域の開口率が同じである請求項１記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　前記第１の領域の重心と、前記第２の領域の重心とは、前記画素配列方向に沿って並ぶ
請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１の領域と前記第２の領域は、前記第１の領域と前記第２の領域が並ぶ前記画素
配列方向に沿って繰り返し配置される請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在する走
査線および信号線を複数有し、前記液晶層から順に、配向膜と、画素電極と、絶縁層と、
共通電極と、を備える液晶表示装置の製造方法であって、
　画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向で、前記配向膜にラビング
処理をおこなうラビング工程と、
　前記画素電極は、前記ラビング処理方向に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ
画素を有し、前記第１の領域は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記第２
の領域は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記第１の領域と前記第２の領
域は、それぞれシングルドメインであって、前記サブ画素は、前記第１の領域と前記第２
の領域とによりマルチドメインを構成し、前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対
して第１の方向に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有し、前記第２の領域は、
前記ラビング処理方向に対して前記第１の方向と異なる第２の方向に所定の傾きを有する
複数のスリット状開口を有し、前記第１の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向
の終端部は、同じ方向に延在して隣り合って配置されるとともに、前記第１の領域のスリ
ット状開口の主部の延在方向に対して、前記第１の方向に第１の傾きを有して延在し、前
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記第２の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向の終端部は、同じ方向に延在して
隣り合って配置されるとともに、前記第２の領域のスリット状開口の主部の延在方向に対
して、前記第２の方向に前記第１の傾きと異なる第２の傾きを有して延在する前記画素電
極を形成する画素電極形成工程と、
　を有する液晶表示装置の製造方法。
【請求項１３】
　液晶表示装置を備える電子機器であって、
　前記液晶表示装置は、
　液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在する走
査線および信号線を複数有し、
　前記液晶層から順に、画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向でラ
ビング処理された配向膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備え、
　前記画素電極は、前記ラビング処理方向に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ
画素を有し、
　前記第１の領域は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記第２の領域は、
前記走査線および前記信号線により区画され、
　前記第１の領域と前記第２の領域は、それぞれシングルドメインであって、前記サブ画
素は、前記第１の領域と前記第２の領域とによりマルチドメインを構成し、
　前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有し、
　前記第２の領域は、前記ラビング処理方向に対して前記第１の方向と異なる第２の方向
に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有し、
　前記第１の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向の終端部は、同じ方向に延在
して隣り合って配置されるとともに、前記第１の領域のスリット状開口の主部の延在方向
に対して、前記第１の方向に第１の傾きを有して延在し、
　前記第２の領域の複数のスリット状開口の主部の延在方向の終端部は、同じ方向に延在
して隣り合って配置されるとともに、前記第２の領域のスリット状開口の主部の延在方向
に対して、前記第２の方向に前記第１の傾きと異なる第２の傾きを有して延在する、
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、液晶表示装置、液晶表示装置の製造方法、および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　横電界方式のＬＣＤ（Liquid Crystal Display：液晶表示）パネルとして、ＦＦＳ（Fr
inge Field Switching）方式のＬＣＤパネルが知られている。ＦＦＳ方式のＬＣＤパネル
は、携帯電話などの携帯式電子機器の普及に伴い、これら携帯式電子機器に用いられてい
る。携帯式電子機器は、屋外での使用機会が多く、携帯式電子機器の使用者は、偏光サン
グラスを通して、携帯式電子機器が備える表示画面を観察する機会をもつことがある。そ
の際に、ＦＦＳ方式のＬＣＤパネルが直線偏光特性を有することで、偏光サングラスの透
過軸と、ＦＦＳ方式のＬＣＤの透過軸とが、０度／１８０度、あるいは９０度／２７０度
の角度をなすときに、使用者（観察者）が表示画面を観察しにくくなることがあった。
【０００３】
　このような偏光サングラス対策として、直線偏光を円偏光に変換する位相差板を設ける
ことができるが、位相差板の増設は、モジュール厚の増加や、コスト増加などを伴う。
【０００４】
　そこで、ラビング方向を画素の配列方向に対して平行または直交以外の角度で設定し、
偏光素子の透過軸をラビング方向と同一方向とするＬＣＤパネルの提案がある。このよう
なＬＣＤパネルは、位相差板を増設することなく、偏光サングラスを使用した観察者に対
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する輝度低下を低減可能とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－２８８６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、単に、ラビング方向を画素の配列方向に対して平行または直交以外の角
度で設定し、偏光素子の透過軸をラビング方向と同一方向とするだけでは、画素電極中に
スリット状開口を効率よく配置することができず、開口率ロスが大きくなるとい問題があ
る。
【０００７】
　そこで、偏光サングラス対策をおこないながら、開口率ロスを低減可能な液晶表示装置
、液晶表示装置の製造方法、および電子機器の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、液晶表示装置は、液晶層を挟持して対向配置された１対の
基板の一方に、互いに異なる方向に延在する走査線および信号線を複数有し、液晶層から
順に、画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向でラビング処理された
配向膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備える。画素電極は、走査線および信
号線により区画され、ラビング処理方向に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ画
素を有する。第１の領域は、ラビング処理方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する
複数のスリット状開口を有する。第２の領域は、ラビング処理方向に対して第２の方向に
所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有する。
【０００９】
　また、上記課題を解決するために、液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方
に、互いに異なる方向に延在する走査線および信号線を複数有し、液晶層から順に、配向
膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備える液晶表示装置の製造方法は、ラビン
グ工程と、画素電極形成工程と、を有する。ラビング工程は、画素配列方向に対して所定
の傾きを有するラビング処理方向で、配向膜にラビング処理をおこなう。画素電極形成工
程は、走査線および前記信号線により区画され、ラビング処理方向に並ぶ第１の領域と第
２の領域とからなるサブ画素を有する画素電極を形成する。第１の領域は、ラビング処理
方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有する。第２の領
域は、ラビング処理方向に対して第２の方向に所定の傾きを有する複数のスリット状開口
を有する。
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、電子機器は、上記した液晶表示装置を備える。
【発明の効果】
【００１１】
　上記の液晶表示装置、液晶表示装置の製造方法、および電子機器によれば、偏光サング
ラス対策をおこないながら、開口率ロスを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施形態の液晶表示パネルの１画素の正面図を示す図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図３】第１の実施形態の液晶表示パネルのサブ画素を構成する領域の交互配置構造を示
す図である。
【図４】第１の実施形態の液晶表示パネルの画素電極およびスリット状開口の形状の一例
を示す図である。
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【図５】第１の実施形態の液晶表示パネルの信号線の引き回しの一例を示す図である。
【図６】配向方向を９０度とした場合における、サブ画素を構成する領域を区画する信号
線の配置を示す参考図である。
【図７】配向方向を８０度とした場合における、サブ画素を構成する領域を区画する信号
線の配置を示す参考図である。
【図８】配向方向を６０度とした場合における、サブ画素を構成する領域を区画する信号
線の配置を示す参考図である。
【図９】第２の実施形態のテレビジョン装置の一例を示す外観斜視図である。
【図１０】第３の実施形態のデジタルカメラの一例を示す図であり、（Ａ）は、デジタル
カメラの表面側の外観斜視図であり、（Ｂ）は、デジタルカメラの裏面側の外観斜視図で
ある。
【図１１】第４の実施形態のノート型パーソナルコンピュータの一例を示す外観斜視図で
ある。
【図１２】第５の実施形態のビデオカメラの一例を示す外観斜視図である。
【図１３】第６の実施形態の携帯電話機の一例を示す図であり、（Ａ）は携帯電話機を開
いた状態の正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は携帯電話機を閉じた状態の正面図、（
Ｄ）はその左側面図、（Ｅ）はその右側面図、（Ｆ）はその上面図、（Ｇ）はその下面図
である。
【図１４】第７の実施形態のスマートフォンの一例を示す外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本技術の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
［第１の実施形態］
【００１４】
　まず、第１の実施形態の液晶表示パネルの構成について図１から図３を用いて説明する
。図１は、第１の実施形態の液晶表示パネルの１画素の正面図を示す図である。図２は、
図１のＡ－Ａ線に沿った断面図である。図３は、第１の実施形態の液晶表示パネルのサブ
画素を構成する領域の交互配置構造を示す図である。
【００１５】
　液晶表示パネル（液晶表示装置）１は、横電界方式の液晶表示パネルであり、より詳し
くは、ＦＦＳ方式の液晶表示パネルである。液晶表示パネル１は、対向配置された１対の
基板として、カラーフィルタ基板１１とアレイ基板２０を備える。カラーフィルタ基板１
１とアレイ基板２０は、ガラス、プラスチックその他の透明部材を基材とする。カラーフ
ィルタ基板１１とアレイ基板２０は、液晶層１７を挟持する。カラーフィルタ基板１１と
アレイ基板２０の間隙は、スペーサ１８によって均一の厚さに保持される。
【００１６】
　液晶表示パネル１は、対向配置されたカラーフィルタ基板１１とアレイ基板２０の外側
となる面に、第１偏光板２７と第２偏光板１２を備える。第１偏光板２７は、アレイ基板
２０の光源（バックライト３０）側の面に備えられる。第２偏光板１２は、カラーフィル
タ基板１１の観察側の面に備えられる。
【００１７】
　アレイ基板２０は、基板本体２６を基体としている。基板本体２６は、ガラスや石英、
プラスチック等からなる透明部材を基材とする。アレイ基板２０は、基板本体２６の液晶
層１７側に、走査線３を備え、走査線３を覆ってゲート絶縁膜２５を備えている。アレイ
基板２０は、ゲート絶縁膜２５の上に、半導体層（たとえば、アモルファスシリコン）と
、ソース電極と、ドレイン電極とから構成されるＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜ト
ランジスタ）７を備える。なお、ＴＦＴ７の半導体層は、ゲート絶縁膜２５を介して走査
線３と対向配置されている。
【００１８】
　アレイ基板２０は、ゲート絶縁膜２５の上に、ＴＦＴ７を覆うようにして層間絶縁膜２
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４を備える。層間絶縁膜２４は、たとえば、酸化ケイ素ないし窒化ケイ素等からなる。ア
レイ基板２０は、層間絶縁膜２４の上に樹脂層２３を備え、さらに樹脂層２３の上に、走
査線３と信号線２（２ｒ，２ｇ，２ｂ）で区画された領域毎に共通電極（下電極）６を備
える。共通電極６は、たとえば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide：酸化インジウムスズ）、Ｉ
ＺＯ（Indium Zinc Oxide：酸化インジウム亜鉛）等の透明導電材料からなる。アレイ基
板２０は、共通電極６を覆って電極間絶縁膜２２を備える。電極間絶縁膜２２は、たとえ
ば、低温生成された酸化ケイ素ないし窒化ケイ素等からなる。
【００１９】
　アレイ基板２０は、電極間絶縁膜２２の液晶層側の面に画素電極（上電極）４を備える
。画素電極４は、たとえば、ＩＴＯ、ＩＺＯ等の透明導電材料からなる。画素電極４は、
概略Ｙ軸方向に延在する複数のスリット状開口５を有する。スリット状開口５は、フォト
リソグラフィー法によって、画素電極４を露光、エッチングすることによって形成される
。
【００２０】
　アレイ基板２０は、画素電極４、電極間絶縁膜２２を覆うようにして第１配向膜２１を
備える。第１配向膜２１は、たとえば、ポリイミドからなる。第１配向膜２１は、所定の
方向（たとえば、Ｙ軸に対して時計回りに１０度傾いた方向）にラビング処理が施されて
いる。
【００２１】
　カラーフィルタ基板１１は、基板本体１３を基体としている。基板本体１３は、ガラス
や石英、プラスチック等からなる透明部材を基材とする。基板本体１３は、サブ画素毎に
異なる色の光（たとえば、Ｒ(赤)、Ｇ（緑）、Ｂ（青）等）を透過するカラーフィルタ層
１４を備え、所要の位置に遮光材からなるブラックマトリクス８を備える。カラーフィル
タ基板１１は、カラーフィルタ層１４とブラックマトリクス８を覆うようにして保護樹脂
層１５を備え、保護樹脂層１５を覆うようにして第２配向膜１６を備える。第２配向膜１
６は、所定の方向（たとえば、Ｙ軸に対して時計回りに１０度傾いた方向）にラビング処
理が施されている。
【００２２】
　第２偏光板１２の透過軸と、第２配向膜１６のラビング処理方向は、平行である。また
、第１偏光板２７の透過軸と、第２偏光板１２の透過軸は、互いに直交するように配置さ
れている。第２配向膜１６のラビング処理方向は、画素電極４と共通電極６との間に生じ
る電界の主方向と交差する方向とされる。初期配向状態では、ラビング処理方向に沿って
平行配向している液晶分子が、画素電極４と共通電極６との間への電圧印加によって、電
界の主方向側へ回転して配向する。液晶表示パネル１は、この初期配向状態と電圧印加時
の配向状態との差異にもとづいて、各サブ画素の階調表示をおこなう。
【００２３】
　このような液晶表示パネル１は、偏光サングラスの透過軸と、第２偏光板１２の透過軸
とが、０度／１８０度、あるいは９０度／２７０度をなす関係にないため、位相差板を設
けることなく、偏光サングラスを使用した観察者に対する輝度低下を低減可能とする。
【００２４】
　次に、液晶表示パネル１の画素構成について説明する。液晶表示パネル１は、Ｘ軸方向
、およびＸ軸方向と直交するＹ軸方向を配列方向としてマトリクス状に複数の画素を備え
る。液晶表示パネル１の１画素は、縦横比１：１の概略矩形である。液晶表示パネル１の
１画素は、ＲＧＢの各色に対応した３つのサブ画素で構成されるので、サブ画素は、縦横
比３：１の概略矩形である。各サブ画素は、画素電極４に対応する第１領域と、画素電極
９に対応する第２領域を有する。なお、画素電極４と画素電極９は、それぞれ独立したＴ
ＦＴ７と接続し、第１領域と第２領域について独立して階調表示を可能にしている。
【００２５】
　すなわち、１つの画素は、赤色（Ｒ）に対応する画素電極４ｒ，９ｒと、緑色（Ｇ）に
対応する画素電極４ｇ，９ｇと、青色（Ｂ）に対応する画素電極４ｂ，９ｂにより構成さ
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れる。ＲＧＢの各色に対応する第１領域（画素電極４ｒ，４ｇ，４ｂ）は、Ｘ軸方向に並
んで配列される。同じく、ＲＧＢの各色に対応する第２領域（画素電極９ｒ，９ｇ，９ｂ
）は、Ｘ軸方向に並んで配列される。
【００２６】
　一方、１つのサブ画素の構成要素となる第１領域と第２領域の対（画素電極４ｒ，９ｒ
、画素電極４ｇ，９ｇ、あるいは画素電極４ｂ，９ｂ）は、１つの画素内という局所的な
観点において、それぞれ概ねラビング処理方向に沿って配列される。なお、第１領域と第
２領域は、複数の画素を俯瞰する大局的観点では、第１領域と第２領域が画素配列方向（
Ｙ軸方向）に沿って並び、第１領域、第２領域、第１領域、第２領域、…のように繰り返
し配置される。
【００２７】
　第１領域と第２領域は、信号線２と走査線３により区画される。信号線２は、画素電極
４，９の延在方向の一側に沿って配線され、画素電極４，９の延在方向両端部においては
、画素電極４，９の両端部でＸ軸方向にずれた配線を引き戻す（接続する）ため、クラン
ク形状に配線される。すなわち、信号線２は、鋸歯形状の配線となる。走査線３は、Ｘ軸
方向に直線状に配線される。
【００２８】
　このように区画された第１領域は、高さ（Ｙ軸方向）ｈ１、幅（Ｘ軸方向）ｗ１の平行
四辺形形状となる。また、第２領域は、高さ（Ｙ軸方向）ｈ２、幅（Ｘ軸方向）ｗ２の平
行四辺形形状となる。
【００２９】
　したがって、液晶表示パネル１は、高さｈ１と高さｈ２を同じにし、幅ｗ１と幅ｗ２を
同じにすることで、第１領域の開口率と第２領域の開口率とを容易に同じにすることがで
きる。また、液晶表示パネル１は、第１領域と第２領域が交互に並んでも、第１領域の開
口率と第２領域の開口率とを同じにすることで、観察者がスジ（Ｘ軸方向の明暗による線
）を観察するスジリスクを低減することができる。
【００３０】
　次に、画素電極４のスリット状開口５と、画素電極９のスリット状開口１０について説
明する。電界は、画素電極４，９とスリット状開口５，１０に位置する共通電極６の電位
差によって生じる。電界は、アレイ基板２０の面に概略平行に生じ、平面視での電界の向
きは、スリット状開口５，１０の辺の法線方向となる。
【００３１】
　スリット状開口５，１０の両端に位置する短辺の電界方向は、スリット状開口５，１０
の延在方向となる長辺の電界方向と異なるため、リバースツイストドメインが発生する。
このリバースツイストドメインの発生領域は、正常な表示ができないので、開口率低下の
原因となる。また、スリット状開口５，１０の両端近傍は、スリット状開口５，１０を閉
結するための領域を必要とするため、更に開口率が低下する。
【００３２】
　スリット状開口５，１０は、画素電極４，９の延在方向を長辺として配置し、スリット
状開口５，１０の両端部が画素電極４，９の短辺近傍に位置するようにしている。これに
より、液晶表示パネル１は、画素電極４，９にスリット状開口５，１０を効率よく配置す
ることができる。
【００３３】
　液晶表示パネル１は、スリット状開口５，１０と画素電極４，９の延在方向を揃えるこ
とで、開口率向上に不利なスリット状開口５，１０の両端部の数を抑制する。さらに、液
晶表示パネル１は、走査線３、および画素電極４，９の両端部と平面視で重畳するように
ブラックマトリクス８を配設する。これにより、開口率向上に不利なスリット状開口５，
１０の両端部は、もともと開口に寄与しないブラックマトリクス８と重なることで開口率
向上に不利とならない配置となる。
【００３４】
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　なお、配向方向が異なるドメインのスリット状開口の分離によるスリット状開口の端部
の増加に対しては、スリット状開口に屈曲部を設けて配向方向が異なるドメインを形成す
ることがおこなわれることがある。このような屈曲部は、配向方向が異なるドメインが互
いに行き来するためにリップル不良を生じる不具合があるが、液晶表示パネル１は、開口
率向上と、リップル不良発生の抑止を両立する。
【００３５】
　スリット状開口５の延在方向は、第１配向膜２１のラビング処理方向（たとえば、Ｙ軸
方向に対して時計回りに約１０度傾いた方向）に対して、所定角度α（たとえば、時計回
りに約５度）傾いている。スリット状開口１０の延在方向は、第１配向膜２１のラビング
処理方向に対して、所定角度（たとえば、反時計回りに約５度）傾いている。
【００３６】
　これにより、液晶表示パネル１は、第１領域と第２領域とで、液晶分子の回転方向が異
なる方向となるようにしている。すなわち、液晶表示パネル１は、第１領域と第２領域と
でデュアルドメイン化をおこない、視野角向上を図っている。なお、第１領域と第２領域
は、独立して階調表示を可能にしているため、疑似デュアルドメインとして捉えることも
できる。
【００３７】
　次に、第１の実施形態の画素電極について図４を用いて説明する。図４は、第１の実施
形態の液晶表示パネルの画素電極およびスリット状開口の形状の一例を示す図である。
【００３８】
　液晶表示パネル１は、ラビング処理方向（配向方向）をＹ軸方向に対して時計回りにα
度（たとえば、約１０度）傾いた方向としている。画素電極４は、延在方向をＹ軸方向に
対して時計回りにβ１度（たとえば、約１５度）傾けている。言い換えれば、画素電極４
は、延在方向をラビング処理方向に対して時計回りに（｜β１－α｜）度（たとえば、約
５度）傾けている。一方、画素電極９は、延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにγ１度
（たとえば、約５度）傾けている。言い換えれば、画素電極９は、延在方向をラビング処
理方向に対して反時計回りに（｜γ１－α｜）度（たとえば、約５度）傾けている。
【００３９】
　このように、画素電極４の延在方向と画素電極９の延在方向は、ラビング処理方向に対
して向きを違えて（時計回りと反時計回り）同じ大きさだけ傾いている。これにより、液
晶表示パネル１は、サブ画素に第１領域と第２領域を形成し、サブ画素のデュアルドメイ
ン（マルチドメイン）化をおこなっている。
【００４０】
　画素電極４は、画素電極４と延在方向を同じにするとともに同一形状の２つのスリット
状開口５を有する。２つのスリット状開口５は、Ｙ軸方向の位置を揃えて、Ｘ軸方向に並
ぶ。スリット状開口５は、主部５１と、副部５０と、副部５２を含む。主部５１は、スリ
ット状開口の中心部から延在方向両端部近傍に至るスリット状開口の主要部分を構成する
。副部５０と副部５２は、スリット状開口の延在方向端部に位置する。
【００４１】
　主部５１は、Ｙ軸成分としてｔ２の長さを有する。副部５０は、Ｙ軸成分としてｔ１の
長さを有する。副部５２は、Ｙ軸成分としてｔ３の長さを有する。副部５０と副部５２は
、概略同じ長さ（ｔ１≒ｔ３）である。主部５１は、副部５０と副部５２に対して十分に
長い（ｔ２＞ｔ１、ｔ３）。
【００４２】
　主部５１は、主部５１の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにβ１度（たとえば、約
１５度）傾けている。言い換えれば、主部５１は、主部５１の延在方向をラビング処理方
向に対して時計回りに（｜β１－α｜）度（たとえば、約５度）傾けている。
【００４３】
　副部５０は、副部５０の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにβ２度（たとえば、約
２０度）傾けている。言い換えれば、副部５０は、副部５０の延在方向を主部５１の延在
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方向に対して時計回りに（｜β２－β１｜）度（たとえば、約５度）傾けている。
【００４４】
　副部５２は、副部５２の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにβ３度（たとえば、約
２０度）傾けている。言い換えれば、副部５２は、副部５２の延在方向を主部５１の延在
方向に対して時計回りに（｜β３－β１｜）度（たとえば、約５度）傾けている。なお、
副部５０と副部５２は、延在方向を主部５１の延在方向に対して同じ角度（β２＝β３）
としているが、異なる角度（β２≠β３）としてもよい。
【００４５】
　このように、主部５１と副部５０，５２は、形式上、マルチドメインの関係を構成する
。ただし、主部５１は、開口率向上に寄与するものの、副部５０，５２は、主部５１に対
して小さな範囲であり、さらにその一部または全部がブラックマトリクス８と重なること
から開口率向上に寄与するところは限定される。そのため、スリット状開口５を主部５１
と副部５０，５２によって構成することは、視野角向上を目的とするものではない。
【００４６】
　液晶表示パネル１は、スリット状開口５を主部５１と副部５０，５２によって構成する
ことで、液晶表示パネル１が押圧されたときの「面押し滲み」から早期に復帰可能として
いる。なお、「面押し滲み」は、液晶表示パネル１の表示面が押圧されて液晶分子の回転
角が変化し、表示画像が変化することをいう。
【００４７】
　詳しくは、主部５１と副部５０，５２は、液晶表示パネル１の押圧によりディスクリネ
ーションが大きくなっても、屈曲部で液晶分子に大きな回転力が与えられるため、元の状
態への復帰が容易になる。このような液晶表示パネル１は、タッチパネル機能を有する表
示装置の表示品質向上に大きく寄与する。液晶表示パネル１の押圧を伴うタッチ操作があ
っても、液晶表示パネル１は、観察者に対して正常な映像を提示可能にする。
【００４８】
　画素電極９は、画素電極９と延在方向を同じにするとともに同一形状の２つのスリット
状開口１０を有する。２つのスリット状開口１０は、Ｙ軸方向の位置を揃えて、Ｘ軸方向
に並ぶ。スリット状開口１０は、主部５４と、副部５３と、副部５５を含む。主部５４は
、スリット状開口の中心部から延在方向両端部近傍に至るスリット状開口の主要部分を構
成する。副部５３と副部５５は、スリット状開口の延在方向端部に位置する。
【００４９】
　主部５４は、Ｙ軸成分としてｔ５の長さを有する。副部５０は、Ｙ軸成分としてｔ４の
長さを有する。副部５５は、Ｙ軸成分としてｔ６の長さを有する。副部５３と副部５５は
、概略同じ長さ（ｔ４≒ｔ６）である。主部５４は、副部５３と副部５５に対して十分に
長い（ｔ５＞ｔ４、ｔ６）。
【００５０】
　主部５４は、主部５４の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにγ１度（たとえば、約
５度）傾けている。言い換えれば、主部５４は、主部５４の延在方向をラビング処理方向
に対して反時計回りに（｜γ１－α｜）度（たとえば、約５度）傾けている。
【００５１】
　副部５３は、副部５３の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにγ２度（たとえば、約
０度）傾けている。言い換えれば、副部５３は、副部５３の延在方向を主部５４の延在方
向に対して反時計回りに（｜γ２－γ１｜）度（たとえば、約５度）傾けている。
【００５２】
　副部５５は、副部５５の延在方向をＹ軸方向に対して時計回りにγ３度（たとえば、約
０度）傾けている。言い換えれば、副部５５は、副部５５の延在方向を主部５４の延在方
向に対して反時計回りに（｜γ３－γ１｜）度（たとえば、約５度）傾けている。なお、
副部５３と副部５５は、延在方向を主部５４の延在方向に対して同じ角度（γ２＝γ３）
としているが、異なる角度（γ２≠γ３）としてもよい。
【００５３】
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　このように、主部５４と副部５３，５５は、形式上、マルチドメインの関係を構成する
。ただし、主部５４は、開口率向上に寄与するものの、副部５３，５５は、主部５４に対
して小さな範囲であり、さらにその一部または全部がブラックマトリクス８と重なること
から開口率向上に寄与するところは限定される。そのため、スリット状開口１０を主部５
４と副部５３，５５によって構成することは、視野角向上を目的とするものではない。
【００５４】
　液晶表示パネル１は、スリット状開口１０を主部５４と副部５３，５５によって構成す
ることで、液晶表示パネル１が押圧されたときの「面押し滲み」から早期に復帰可能とし
ている。
【００５５】
　詳しくは、主部５４と副部５３，５５は、液晶表示パネル１の押圧によりディスクリネ
ーションが大きくなっても、屈曲部で液晶分子に大きな回転力が与えられるため、元の状
態への復帰が容易になる。このような液晶表示パネル１は、タッチパネル機能を有する表
示装置の表示品質向上に大きく寄与する。液晶表示パネル１の押圧を伴うタッチ操作があ
っても、液晶表示パネル１は、観察者に対して正常な映像を提示可能にする。
【００５６】
　なお、サブ画素は、第１領域の重心（開口中心）となる第１領域重心ｇ１と、第２領域
の重心（開口中心）となる第２領域重心ｇ２とを、画素配列方向であるＹ軸方向に並べる
。たとえば、サブ画素は、第１領域重心ｇ１と第２領域重心ｇ２とがサブ画素のＸ軸方向
中心となるサブ画素中心線ＣＬ上に並べる。これにより、液晶表示パネル１は、第１領域
と第２領域とで異なる形状であっても、Ｙ軸に沿う直線表示を好適におこなうことができ
る。
【００５７】
　次に、第１の実施形態の信号線の配線について図５から図８を用いて説明する。図５は
、第１の実施形態の液晶表示パネルの信号線の引き回しの一例を示す図である。図６は、
配向方向を９０度とした場合における、サブ画素を構成する領域を区画する信号線の配置
を示す参考図である。図７は、配向方向を８０度とした場合における、サブ画素を構成す
る領域を区画する信号線の配置を示す参考図である。図８は、配向方向を６０度とした場
合における、サブ画素を構成する領域を区画する信号線の配置を示す参考図である。
【００５８】
　図５に示す信号線２は、概ね１つのサブ画素に対応する範囲の配線を示すものである。
信号線２は、延在部６０と、延在部６２と、引き戻し部６１と、引き戻し部６３を含む。
信号線２は、延在部６０と、延在部６２と、引き戻し部６１と、引き戻し部６３を１つの
繰り返し範囲として、Ｙ軸方向に繰り返す。
【００５９】
　延在部６０は、第１領域の長辺の一側（図１に図示する画素電極４の左側）に沿って配
線される部分である。したがって、延在部６０は、概ねスリット状開口５の主部５１と同
じ角度の傾きを有し、第１領域の上端部から下端部に至る。延在部６２は、第２領域の長
辺の一側（図１に図示する画素電極９の左側）に沿って配線される部分である。したがっ
て、延在部６２は、概ねスリット状開口１０の主部５４と同じ角度の傾きを有し、第２領
域の上端部から下端部に至る。
【００６０】
　引き戻し部６１は、１つのサブ画素内の延在部６０と延在部６２を接続するようにクラ
ンク状に配線される部分である。引き戻し部６１は、Ｘ軸に平行に配線され、延在部６０
の傾きに基づくＸ軸方向のずれ量を長さｄ１だけ引き戻す。引き戻し部６３は、Ｙ軸方向
に並ぶ２つのサブ画素にある延在部６０と延在部６２を接続するようにクランク状に配線
される部分である。引き戻し部６３は、Ｘ軸に平行に配線され、延在部６０と延在部６２
の傾きに基づくＸ軸方向のずれ量を長さｄ２だけ引き戻す。
【００６１】
　このように、引き戻し部６１と引き戻し部６３は、延在部６０と延在部６２の傾きに基
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づくＸ軸方向のずれを、信号線２の１つの繰り返し範囲で解消する。
【００６２】
　ここで、信号線２とラビング処理方向の関係について説明する。図６から図８に図示す
る第１領域は、延在方向がラビング処理方向に対して時計回り方向に５度の傾きを有し、
第２領域は、延在方向がラビング処理方向に対して反時計回り方向に５度の傾きを有して
いる。
【００６３】
　なお、偏光サングラス対策を必要としない場合、すなわちラビング処理方向（配向方向
）がＸ軸に対して９０度傾いている場合には、延在部６０と延在部６２の間でＸ軸方向の
ずれ量を生じないので、引き戻し部６１と引き戻し部６３は、必要とされない（図６）。
【００６４】
　一方、偏光サングラス対策を必要とする場合、たとえば、ラビング処理方向（配向方向
）がＸ軸に対して８０度傾いている場合には、延在部６０と延在部６２の間でＸ軸方向の
ずれ量を生じる。そのため、信号線２は、ずれ量を解消するために、引き戻し部６１と引
き戻し部６３を有する。このような、引き戻し部６１と引き戻し部６３は、液晶表示パネ
ル１の開口に寄与しない部分であるが、第１領域と第２領域との境界部に設けられるブラ
ックマトリクス８と重なる位置に設けられる。ブラックマトリクス８は、開口を予定しな
い遮光部分であるので、引き戻し部６１と引き戻し部６３は、液晶表示パネル１の開口率
向上の妨げるものではない（図７）。
【００６５】
　また、ラビング処理方向（配向方向）がＸ軸に対して大きく傾いている（たとえば、６
０度）場合には、サブ画素間の信号線２が引き戻し部６１と引き戻し部６３で干渉（短絡
）する。図８に示す信号線２ｒと信号線２ｇ、信号線２ｇと信号線２ｂ、信号線２ｂと信
号線２ｒは、引き戻し部６１で干渉している。このような配線は、おこなうことができな
いので、ラビング処理方向（配向方向）のＸ軸に対する傾きの大きさは、信号線２の配線
によって制約される。
【００６６】
　ラビング処理方向、あるいはラビング処理方向を基準にして加減されるスリット状開口
５，１０の傾斜可能範囲は、サブピクセルのＨ×Ｖの寸法比率（縦横比）により、ａｒｃ
ｔａｎ（Ｈ／Ｖ）で近似される範囲とすることができる。
【００６７】
　なお、引き戻し部６１の長さｄ１と、引き戻し部６３の長さｄ２は、ラビング処理方向
、スリット状開口５，１０の傾きに応じて任意の長さに設定可能である。液晶表示パネル
１は、引き戻し部６１の長さｄ１と、引き戻し部６３の長さｄ２の設定により、前述した
第１領域と第２領域の開口率比の設定や開口重心の設定をおこなうことができる。
【００６８】
　なお、液晶表示パネル１は、ラビング工程と、画素電極形成工程と、を含む製造工程に
より製造することができる。ラビング工程は、画素配列方向に対して所定の傾きを有する
ラビング処理方向で、配向膜（第１配向膜２１、第２配向膜１６）にラビング処理をおこ
なう。画素電極形成工程は、信号線２と走査線３により区画される画素電極４，９を形成
する。
【００６９】
［モジュールおよび適用例］
　次に、図９から図１４を用いて、第１の実施形態で説明した液晶表示パネル（液晶表示
装置）１の電子装置への適用例について説明する。第１の実施形態の液晶表示パネル１は
、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話、ス
マートフォン等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなど、外部から入力された映像信号
あるいは内部で生成した映像信号を、画像あるいは映像として表示するあらゆる分野の電
子機器に適用することが可能である。
【００７０】
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［第２の実施形態］
　図９は、第２の実施形態のテレビジョン装置の一例を示す外観斜視図である。テレビジ
ョン装置１００は、たとえば、フロントパネル１０３およびフィルターガラス１０１を含
む映像表示画面部１０２を有している。映像表示画面部１０２は、第１の実施形態の液晶
表示パネル１により構成されている。
【００７１】
［第３の実施形態］
　図１０は、第３の実施形態のデジタルカメラの一例を示す図であり、（Ａ）は、デジタ
ルカメラの表面側の外観斜視図であり、（Ｂ）は、デジタルカメラの裏面側の外観斜視図
である。デジタルカメラ１１０は、たとえば、フラッシュ用の発光部１１２、表示部１１
３、メニュースイッチ１１４およびシャッターボタン１１１を有している。表示部１１３
は、第１の実施形態の液晶表示パネル１により構成されている。
【００７２】
［第４の実施形態］
　図１１は、第４の実施形態のノート型パーソナルコンピュータの一例を示す外観斜視図
である。ノート型パーソナルコンピュータ１２０は、たとえば、本体１２１、文字等の入
力操作のためのキーボード１２２および画像を表示する表示部１２３を有している。表示
部１２３は、第１の実施形態の液晶表示パネル１により構成されている。
【００７３】
［第５の実施形態］
　図１２は、第５の実施形態のビデオカメラの一例を示す外観斜視図である。ビデオカメ
ラ１３０は、たとえば、本体部１３２、本体部１３２の前方側面に設けられた被写体撮影
用のレンズ１３１、撮影時のスタート／ストップスイッチ１３４、および表示部１３３を
有している。表示部１３３は、第１の実施形態の液晶表示パネル１により構成されている
。
【００７４】
［第６の実施形態］
　図１３は、第６の実施形態の携帯電話機の一例を示す図であり、（Ａ）は携帯電話機を
開いた状態の正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は携帯電話機を閉じた状態の正面図、
（Ｄ）はその左側面図、（Ｅ）はその右側面図、（Ｆ）はその上面図、（Ｇ）はその下面
図である。携帯電話機１４０は、たとえば、上側筐体１４１と下側筐体１４３とを連結部
（ヒンジ部）１４４で連結したものである。携帯電話機１４０は、ディスプレイ１４２、
サブディスプレイ１４５、ピクチャーライト１４７、およびカメラ１４６を有している。
ディスプレイ１４２またはサブディスプレイ１４５は、第１の実施形態の液晶表示パネル
１により構成されている。
【００７５】
［第７の実施形態］
　図１４は、第７の実施形態のスマートフォンの一例を示す外観斜視図である。スマート
フォン１５０は、たとえば、本体１５１と、操作部１５２と、表示部１５３と、操作部１
５４を有している。操作部１５４は、表示部１５３の表示面にあり、表示面のタッチ操作
を入力する。表示部１５３は、第１の実施形態の液晶表示パネル１により構成されている
。表示部１５３は、操作部１５４におけるタッチ操作による面押し滲みが生じても、正常
な表示状態に速やかに復帰可能である。
【００７６】
　なお、表示部１５３の表示面に操作部１５４を示したが、第２の実施形態から第６の実
施形態に示した映像表示画面部１０２、表示部１１３，１２３，１３３、ディスプレイ１
４２、およびサブディスプレイ１４５にタッチ式の操作部を設けるようにしてもよい。
【００７７】
　なお、本技術は以下のような構成も採ることができる。
（１）液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在す
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る走査線および信号線を複数有し、
　前記液晶層から順に、画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向でラ
ビング処理された配向膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備え、
　前記画素電極は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記ラビング処理方向
に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ画素を有し、
　前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有し、
　前記第２の領域は、前記ラビング処理方向に対して第２の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有する、
　液晶表示装置。
（２）前記第１の領域と前記第２の領域は、それぞれシングルドメインであって、前記サ
ブ画素は、前記第１の領域と前記第２の領域とによりマルチドメインを構成する前記（１
）記載の液晶表示装置。
（３）前記第１の領域のスリット状開口の前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさと
、前記第２の領域のスリット状開口の前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさとは、
同じ大きさである前記（１）または前記（２）記載の液晶表示装置。
（４）前記ラビング処理方向に対する傾きの大きさは、５度である前記（３）記載の液晶
表示装置。
（５）前記ラビング処理方向の傾きは、１０度である前記（４）記載の液晶表示装置。
（６）１画素は、３つのサブ画素により構成されている前記（５）記載の液晶表示装置。
（７）前記第１の領域のスリット状開口の延在方向の終端部は、前記第１の方向にさらに
所定の傾きを有し、前記第２の領域のスリット状開口の延在方向の終端部は、前記第２の
方向にさらに所定の傾きを有する前記（１）乃至前記（６）のいずれか１つに記載の液晶
表示装置。
（８）前記第１の領域のスリット状開口の延在方向の終端部と、前記第２の領域のスリッ
ト状開口の延在方向の終端部は、平面視においてブラックマトリクスと重なる前記（７）
記載の液晶表示装置。
（９）前記信号線は、前記第１の領域の一側に沿い配線される第１部分と、前記第２の領
域の一側に沿い配線される第２部分と、前記第１部分と前記第２部分をクランク形状で接
続する第３部分とを含む前記（１）乃至前記（８）のいずれか１つに記載の液晶表示装置
。
（１０）前記信号線は、１の画素の前記第２部分と、前記１の画素に隣接する他の画素の
前記第１部分をクランク形状で接続する第４部分とを含む前記（９）記載の液晶表示装置
。
（１１）前記第１の領域の開口率と、前記第２の領域の開口率が同じである前記（１）乃
至前記（１０）のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
（１２）前記第１の領域の重心と、前記第２の領域の重心とは、前記画素配列方向に沿っ
て並ぶ前記（１）乃至前記（１１）のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
（１３）前記第１の領域と前記第２の領域は、前記第１の領域と前記第２の領域が並ぶ前
記画素配列方向に沿って繰り返し配置される前記（１）乃至前記（１２）のいずれか１つ
に記載の液晶表示装置。
（１４）液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在
する走査線および信号線を複数有し、前記液晶層から順に、配向膜と、画素電極と、絶縁
層と、共通電極と、を備える液晶表示装置の製造方法であって、
　画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向で、前記配向膜にラビング
処理をおこなうラビング工程と、
　前記走査線および前記信号線により区画され、前記ラビング処理方向に並ぶ第１の領域
と第２の領域とからなるサブ画素を有し、前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対
して第１の方向に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を有し、前記第２の領域は、
前記ラビング処理方向に対して第２の方向に所定の傾きを有する複数のスリット状開口を
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　を有する液晶表示装置の製造方法。
（１５）液晶表示装置を備える電子機器であって、
　前記液晶表示装置は、
　液晶層を挟持して対向配置された１対の基板の一方に、互いに異なる方向に延在する走
査線および信号線を複数有し、
　前記液晶層から順に、画素配列方向に対して所定の傾きを有するラビング処理方向でラ
ビング処理された配向膜と、画素電極と、絶縁層と、共通電極と、を備え、
　前記画素電極は、前記走査線および前記信号線により区画され、前記ラビング処理方向
に並ぶ第１の領域と第２の領域とからなるサブ画素を有し、
　前記第１の領域は、前記ラビング処理方向に対して第１の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有し、
　前記第２の領域は、前記ラビング処理方向に対して第２の方向に所定の傾きを有する複
数のスリット状開口を有する、
　電子機器。
【００７８】
　なお、上述の実施の形態は、実施の形態の要旨を逸脱しない範囲内において種々の変更
を加えることができる。
【００７９】
　さらに、上述の実施の形態は、多数の変形、変更が当業者にとって可能であり、説明し
た正確な構成および応用例に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００８０】
　１……液晶表示パネル、２（２ｒ，２ｇ，２ｂ）……信号線、３……走査線、４（４ｒ
，４ｇ，４ｂ），９（９ｒ，９ｇ，９ｂ）……画素電極、５，１０……スリット状開口、
６……共通電極、７……ＴＦＴ、８……ブラックマトリクス、１１……カラーフィルタ基
板、１２……第２偏光板、１３，２６……基板本体、１４……カラーフィルタ層、１５…
…保護樹脂層、１６……第２配向膜、１７……液晶層、１８……スペーサ、２０……アレ
イ基板、２１……第１配向膜、２２……電極間絶縁膜、２３……樹脂層、２４……層間絶
縁膜、２５……ゲート絶縁膜、２７……第１偏光板、３０……バックライト、５０，５２
，５３，５５……副部、５１，５４……主部、６０，６２……延在部、６１，６３……引
き戻し部、１００……テレビジョン装置、１０１……フィルターガラス、１０２……映像
表示画面部、１０３……フロントパネル、１１０……デジタルカメラ、１１１……シャッ
ターボタン、１１２……発光部、１１３，１２３，１３３，１５３……表示部、１１４…
…メニュースイッチ、１２０……ノート型パーソナルコンピュータ、１２１，１５１……
本体、１２２……キーボード、１３０……ビデオカメラ、１３１……レンズ、１３２……
本体部、１３４……スタート／ストップスイッチ、１４０……携帯電話機、１４１……上
側筐体、１４２……ディスプレイ、１４３……下側筐体、１４５……サブディスプレイ、
１４６……カメラ、１４７……ピクチャーライト、１５０……スマートフォン、１５２，
１５４……操作部



(15) JP 5750074 B2 2015.7.15

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(16) JP 5750074 B2 2015.7.15

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(17) JP 5750074 B2 2015.7.15

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(18) JP 5750074 B2 2015.7.15

【図１３】 【図１４】



(19) JP 5750074 B2 2015.7.15

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  大森　英幸
            愛知県知多郡東浦町大字緒川字上舟木５０番地　ソニーモバイルディスプレイ株式会社内

    審査官  右田　昌士

(56)参考文献  特開２００９－２３７４１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２６４２３１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２８８６０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第５３００８６６（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開２００９－０４８００７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－１１３３０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２３７１０８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－００８８７４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３４３　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３６８　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３７　　



专利名称(译) 液晶显示装置，液晶显示装置的制造方法以及电子设备

公开(公告)号 JP5750074B2 公开(公告)日 2015-07-15

申请号 JP2012054439 申请日 2012-03-12

[标]申请(专利权)人(译) 日本显示器西股份有限公司

申请(专利权)人(译) 有限公司日本西显示器

当前申请(专利权)人(译) 有限公司日本显示器

[标]发明人 伊藤大亮
大森英幸

发明人 伊藤 大亮
大森 英幸

IPC分类号 G02F1/1343 G02F1/1337

CPC分类号 G02F1/133707 G02F1/133784 G02F1/134363 G02F2201/52 G02F1/136286 G02F2001/134372

FI分类号 G02F1/1343 G02F1/1337.505 G02F1/1337.500 G02F1/1337.525

F-TERM分类号 2H090/HB08Y 2H090/KA04 2H090/LA01 2H090/LA15 2H090/MA02 2H090/MA07 2H090/MA14 2H090
/MB01 2H092/GA14 2H092/GA17 2H092/JA24 2H092/JA28 2H092/JA34 2H092/JA37 2H092/JA41 
2H092/JB05 2H092/JB22 2H092/JB23 2H092/JB31 2H092/KA05 2H092/KA12 2H092/MA13 2H092
/MA17 2H092/NA07 2H092/NA25 2H092/PA02 2H092/PA11 2H092/QA06 2H290/AA73 2H290/BA04 
2H290/BB63 2H290/BB64 2H290/BF13

代理人(译) 酒井宏明
高村秩序

其他公开文献 JP2013190461A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

一种液晶显示装置，包括：多个扫描线和信号线，位于一对基板中的一
个基板上，所述一对基板布置成彼此相对，其间夹有液晶层，所述扫描
线和信号线沿不同方向延伸;取向膜，像素电极，绝缘层和公共电极，取
向膜在相对于像素排列方向具有给定倾斜度的摩擦方向上摩擦。像素电
极由扫描线和信号线分隔，并具有由第一和第二区域构成的子像素。第
一区域具有多个狭缝形开口，这些开口在相对于摩擦方向的第一方向上
具有给定的倾斜度。第二区域具有多个狭缝形开口，这些开口在相对于
摩擦方向的第二方向上具有给定的倾斜度。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/60bd1a20-b8c0-4fcb-a27f-586228e31a39
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/049113843/publication/JP5750074B2?q=JP5750074B2

